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平成 16 年 3 月 16 日 
 

東京 23 区清掃一部事務組合における新エネ利用特措法 
に基づくクレジット取引の状況 

 
１ RPS クレジットの取引状況 
（１） 平成 15 年度の RPS クレジットの発生量と登録量予測 

RPS クレジット発生量 3 億 5 千万ｋＷｈ 
RPS 登録量 3,500 万 kWh 

（２） 入札結果 
平成 15 年 11 月に 5 万 kWh を入札、イーレックスに 9.1 円/kWh で売却 
 他入札参加者 東京電力、ジーティーエフ、丸紅、エネット 
平成 15 年 12 月に 5 万 kWh を入札したが、予定金額に達せず落札者なし。 
 入札参加者 東京電力、ジーティーエフ、丸紅、エネット 
平成 16 年 3 月に今年度 12 月までの登録量 2500 万入札 
 入札参加者 東京電力 

（３） 今後の予定 
平成 16 年 4 月に 15 年度全てのクレジットを入札予定。 
 

２ 電気価値のみの取引状況 
保有する 18 清掃工場の平成 15 年度売電量 4 億 4 千万 kWh 
・ 港工場は電気の価値のみ PPS に入札で売却 

 年間 4400 万 kWh（8.2 円/kWh） 
・ 多摩川工場は電気の価値のみ東電に売却 

年間 300 万 kWh（4.8 円/kWh） 
・ 他工場は廃棄物発電単価で電気の価値とクレジットを合わせ東電に売却 
   年間 ３億９千万 kWh（7.7 円 kWh） 
平成 16 年度からは港工場の他 2 工場、ＰＰＳに電気の価値のみ売却 
   年間 1 億 4 千万 kWh（7.0 円～7.53 円 kWh） 
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３ ごみ発電におけるクレジット発生予測と動向 
 （ごみ焼却余熱有効利用促進市町村等連絡協議会調査） 
（１） RPS クレジット発生量 
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（２） 各自治体の動向 

  

どの程度増収が見込めるなら新エネ相当量を分離売却？
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僅かの収入増でも分離

２割以上の収入増なら分
離

５割以上の収入増なら分
離

分離しない

未回答

 
 


